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会  議  録 

年 月 日 令和３年１１月３０日（火） 

開会時刻 午後１時５７分 閉会時刻 午後２時１７分 

開催場所 条里南庁舎 会議室 

出席委員 加賀谷 長吉、二階堂 衛、今仲 和代、佐々木 雅子 

出 席 者 教育長      伊藤 孝俊 

教育指導部長   岩野 玲子 

教育総務部次長  菊地 浩昭 

生涯学習課長   横井 朗 

スポーツ振興課長 加藤 貞純 

文化財保護課長  佐藤 孝之 

図書館課長    髙橋 秀明 

教育指導課長   西村 直崇 

学校教育課長   川津 久和 

学校給食課長   岩瀬 司 

会議書記 

教育総務課上席副主幹 樽川 朝美 

教育総務課副主幹   大友 幸憲 

教育総務課主査    最上 拓弥 

 

付議案件 

 日程第１ 議案第２４号 横手市教育委員会教育長職務代理者の指名について 

 

≪会議要旨≫ 

 

伊藤教育長   開会に先立ちまして、皆様にご報告をいたします。昨日開会

しました、横手市議会１２月定例会において、二階堂衛氏が、

教育委員に任命されました。任期は令和３年１２月９日から、

令和７年１２月８日までとなります。市議会の起立全員で再任

されましたことをご報告いたします。それでは、二階堂委員か

らご挨拶をいただきたいと思います。 

 

二階堂委員   ご案内ありました二階堂でございます。昨日の議会で再任を

ご承認いただいたということで、来月、市長から辞令を受ける

こととなります。何分、今回で３期を全うし４期目に入ると記
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憶しております。随分、長い間やってきたなぁと思っている訳

ではありますけれども、また初心に返りまして教育行政のため

に、尽力してまいりますので、まずは簡単ではございますが、

何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

伊藤教育長   二階堂委員におかれましては、今後もよろしくお願いいたし

ます。 

それでは、ただ今より令和３年１１月臨時教育委員会を開催

いたします。 

会議録署名委員は、２番 二階堂委員と３番 今仲委員にお

願いします。参与はお集まりの部長、次長、課長、書記は教育

総務課担当にお願いします。 

   それでは、３の議事に入ります。 

日程第１ 議案第２４号 横手市教育委員会教育長職務代理

者の指名について を議題といたします。説明をお願いします。 

 

教育総務課長   ―資料に基づき説明― 

 

         

伊藤教育長   ただ今説明がありましたように、教育長職務代理者は教育長       

が指名することになります。任期についてお諮りします。任期

は、１年間ということでよろしいでしょうか。 

 

―異議なし― 

 

伊藤教育長   ご異議がないようですのでそのように決定します。 

それでは、教育長職務代理者については、二階堂委員を指名

したいと思います。 

委員の皆様ご異議ありませんか。 

 

―異議なし― 

 

伊藤教育長   ご異議ないようですので、横手市教育委員会教育長職務代理

者は、二階堂委員を指名することに決定いたします。 

二階堂委員は、重ねてではございますが、ご挨拶をお願いい

たします。 
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二階堂委員   教育長の指名ということで、ご指名いただきまして、また一

年間教育長職務代理を務めさせていただくことになりました。

過去一年間、この職にありましてからは、一度だけ教育長の代

理ということで、この教育委員会の議長の役目をやったという

記憶がございます。今後、事故等がないように祈るばかりです

が、また一年間、何卒よろしくお願いいたします。 

 

伊藤教育長   ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

        （座席については変更なしを確認） 

        それでは、４.その他に移ります。何かございますか。 

 

図書館課長   ―資料（蔵書点検ロボット実証実験について）に基づき１２

月補正予算内容を説明― 

 

伊藤教育長   説明が終わりました。何かご質問はございませんか。 

        補足ですが、IC タグ化をしていくことで、本を借りたい人が

自動貸出や返却ができるようになるということ、また時間のか

かっていた蔵書点検が、ロボットを使ってできるようになるか

もしれないという内容の実証実験となります。新しい図書館の

話題にもなるのではないかとも考えているところです。実際に

実証実験を行う雄物川図書館に、各委員の皆様も一度ご覧いた

だく機会を作れればと思っております。 

 

二階堂委員   IC タグを使ったシステムを導入している図書館というのが、

県外を含めて初めてになるということでしょうか。 

 

図書館課長   IC タグを導入している図書館は、県外にありますし、県内に

もまだそんなに多くはありませんが、既にあります。しかしな

がら、IC タグを導入しつつ、さらにロボットを使った蔵書点検

を実装している図書館は、全国にまだありません。 

 

加賀谷委員   この実証実験のロボットの役割としては、図書館内の監視的

な役割というように捉えてよろしいでしょうか。また、本を棚

に自動的に戻してくれる、そんな装置なのでしょうか。寄付さ

れた本との区別などはどうなりますか。 

 

図書館課長   本を棚に戻してくれたり、正しい位置に並び返してくれたり

するところまでは、難しいと考えています。IC タグのついた本
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を人の手ではなく、ロボットがリーダーと呼ばれる機械で館内

を動きながら読み込み、人の手で作業していた蔵書点検を代わ

りに行うというものです。寄贈された本などにも、今後は IC タ

グをつけて管理していくことになると考えています。なお現段

階では、市内の全ての図書館で IC タグ化を行うことは想定して

おりません。 

 

教育総務課長  先ほど教育長も話されましたが、IC タグ化となることで、図

書館職員の手を介さず、スムーズに本を借りることができるよ

うになります。また、新公益施設の３階と４階が新横手図書館

となる訳ですが、IC タグ化により、貸し出し処理の行われてい

ない本を持って建物を出ようとすると、１階の出入り口にある

ゲートが反応し、警報が鳴るシステムになります。本の盗難防

止にも効果的なシステムと考えております（実物の IC タグを示

しながら説明）。 

 

伊藤教育長   将来的には人件費の抑制にも繋がっていくのではないかと思

います。それだけではなく、様々な図書サービスが提供できる

可能性も含まれていると、個人的に考えています。 

 

ほかに何かありませんか。 

ないようですので、これで１１月の臨時教育委員会を終了し

ます。お疲れさまでした。 

 

 

 

 

 


